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後 藤 尚 (長崎県)昭和32年 4月25日生 (HBsAg)をRPHA法で，表面抗体 (HBsAb)を
授与年月日 平成 3年 6月5日 I PHA法で測定した。
主論文 Impactsof Sociocultural Condition on 結果
Regional Endemics of HTLV.l and (1) HTLV.lの流行状態
HBV among Islands in Southwestem 1 )抗 ATLA抗体陽性率は，三島 (41.1%)で最も
]apan 高く，奈良尾 (29.3%)がこれに次ぎ，大島の12.9%
(西日本島般におりる HTLV.l，HBVの l が最も低率であった。性別では，女性で高い傾向が認
地域流行に於ける社会文化的影響 められたが，有意な性差はドずれの島でも認められな
論文内容の要旨 | かった。
緒言 2 )出生地 ・宗教による陽性率の有意な差異は，男
西日本，特に九州の島艇で成人T細胞白血病ウィル | 性にのみ認められ，三島では向島内出生者の陽性率が
ス (HTLV.})とB型肝炎ウィルス (HBV)の流行が | 他地出生者より低し奈良尾では逆に高い傾向が認め
大きいことが知られている。また，これら高流行地内 | られた。大島では，キリスト教徒群の陽性率が仏教徒






で陽性率の差異が HTLV.}と異なることが示唆され | じ傾向であった。
ている。 I(2) HBVの流行状態
本研究では，垂直感染(母児感染)と性交や輸血に 1) HBVマーカー (HBsAg/HBsAb)陽性率は，





れぞれどの様な修飾を受付るかを長崎県下の島々にお | 出生者より有意に高く ，奈良尾では逆に両性で低かつ
いて検討した。 Iた。宗教では，奈良尾と大島の男性のキリスト教徒群
対象および方法 | での陽性率が仏教徒群より有意に高かった。 出生地を
対象 長崎県の 3島艇の40歳以上の住民 (2.262人) I 組み合わせても，宗教による差異がより顕箸となるこ
について，出生地，職業，宗教など社会的属性に関す | とは認められなかった。
る聞き取りを含めた健康調査を1986~1990年に行った。 3 )加齢による陽性率の上昇は，いずれの島でも女












血清感染マーカーの測定 .健康調査で採取した血清 | 繍断的観察における移住者によるバイアスを除去した
に対して，抗 ATLA抗体をゼラチン粒子凝集法と蛍 | 場合にも島問の差異が顕著であったこととも獲合して
光抗体法を併用して測定した。 HBV表面抗原 | いる。感染力の強い HBVの場合，島での生活環境が未
(号外第113号) 長崎大学学報 平成3年 9月30日
整備であったことが HTLV-lに比してより広汎な流| 審査担当者 主査 教授 資藤 寛
行をもたらしてきたと推測された。両ウィルス感染 | 副査 教授 朝長万左男














of sociocultural conditon on regional endemics of 
HTL V -1and HBV among the islands in southwest-
ern ]apanをActaMedica N agasakiensiaに掲載し
た。後藤は，これを主論文とし，参考論文 2編を添え
て長崎大学大学院医学研究科書寄員会に提出した。医学
研究科委員会は平成 3年4月17日定例委員会において
論文内容の要旨を検討し，上記の通り審査委員会を選
定したので主査を中心として慎重審査の上，平成3年
6月5日定例委員会でその結果を報告した。
本論文は長崎県島腕部における HTLV-l，HBVの
流行の疫学的要因を探求するうえで長崎県下の離島住
民を対象に，社会経済的背景を考慮し，これと両ウィ
ルス関連マーカーの陽性率の地域差，性差，年齢差及
びこれらの聞の関連性を検討したものである。
両ウイルス感染マーカー聞で性 ・年齢別分布に差異
が認められたことは， HTLV-lにおける母児感染の重
要性と HBVにおげる水平感染の寄与を物語っている。
HTLV-lの年齢別変化からは水平感染の存在とそれ
ぞれの年齢層における周産期垂直感染の差異の影響が，
また HBVでは垂直感染の寄与よりもむしろ性感染以
外の水平感染の影響が大きいと考えられた。社会文化
的要因においては， HTLV-lの流行には大の社会文化
的属性がより強く関わっており ，HBVの流行は環境
依存的であることが示唆された。
両ウイ Jレス感染流行の血清疫学は，すでに多数の報
告がなされているわけであるが，同じ離島でありなが
ら，おのおのの島の成立ちを考慮することにより ，社
会文化的属性や環境の濃いが両ウィルスの流行に影響
していることが認められたことは意義深い。医学研究
科委員会は，審査委員の報告に基づきこれを検討した
結果，本研究は医学に貢献するところ大であって学位
に値するものとして合格と判定した。
